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2004115月 に「大気汚染防JL法Jの 一部が改正され2006

年4月 から施行された。環境省は浮遊粒子状物質や光化学

スモッグの原因物質であるvoc(vOhiに organた Compound、 :揮

発性有機化イ)1勿 )を 削減する計画である。本改正の最大の特

徴は法規制 と事業者の自主的取 り組みの組み合せ (ベ スト

ミックス)で ,2010年 度までに2000年 度と比較 して 3割程

度削減することを目標としている!|。 VOCの代表的な物質

は トルエン,キ シレン,酢酸エチルなど約200種類があり,

塗右|,接着剤, インクなどに溶剤として含まれている。voc
の発生源は塗十1関 係が最も多 く,全体の約 30%(20∝ )年 度)

を占めている 2。

VOC削減技術は,いわゆるエンドオブパイプ対策とイン

プラント対策に大別できる。エンドオブパイプ対策とは後

処理装置を設置 して,大気への排出を削減する方法であ

り, インプラント対策とは低 VOC製品に転換 して,vOc
使用量を減らす方法である。インプラントナJ‐策として,塗

料メーカでは低 VOC塗料への転換が進めるれている。そ

の方法としては塗料のハイソリッド化,無溶剤化,水性化

などが検討されている。そもそも自然塗料である漆はvoc
の発生もほとんどなく,環境にやさしい塗料である。近年 ,

使用量が減少している漆であるが,環境に負荷を与えない

と言うことで,再び見直されることを期待 して,塗ポ|と し

ての漆と輪鳥塗を中心とした伝統的漆塗 り技法について紹

介する。

漆を使って装飾 したものを漆器と言い,その技法は東洋

独特のもので日本では縄文時代から利用されていたことが
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図 1 傷 をつけたウルシノキ
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図2 ウルシオールの化学構造

明らかになっている。現在最古の漆の遺跡は北海道函館市

の垣の島 B遺跡で,約 900011前 のものである 3。
漆器に

使われる漆には,ウ ルシノキ (図 1)に 傷を付けて出てくる

液を集めゴミを除いたFL漆 とそれを加工 した精製漆があ

る。漆液の成分は水,主成分 (ウ ルシオール:図 2),ゴム質,

含窒素物からなり1),生 漆と精製漆 (透 ろいろ漆)の 成分組成

はおおよそ図 3の ようになる。生漆はw/oエマルションで

VOCはほとんど含まれない。主成分であるウルシオールの

化学構造は,カ テコールの 3位 に炭素数 15と 17の 炭化水

素側鎖が付いてお り,その側鎖には0か ら34国 の二重結合

が含まれている。すなわち,い ろいろな側鎖構造を持つカ

テコール誘導体の混合物である.生漆から精製漆をつ くる

製漆工程は攪拌だけをする「なや し」と加熱攪拌する「く

ろめ」という操作からなり,所望の漆の性質によって添加200フ 1¬ ()サ 131 ■11
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図 3 生漆 と精製漆の成分組成の一例

斉1を 加えたり,「なやし」や「くろめJの時間を変えたりす

る。精製漆には用途に応 じて表 1の ようないろいろな種類

がある・
)。

非常に黒いことを表す漆黒というのは,漆に水

酸化第一鉄や鉄粉を添加 して精製 した黒漆の色のことであ

る。また塗膜の光沢を Lげるために荏の油などのつや剤を

添加したり,表面を研磨してろいろ仕上げをしたりもする。

漆が乾燥硬化するlL程 は,加熱焼付することも可能であ

るが,通常は室温で塗膜を造る。漆が硬化する機構は主成

分のウルシオールが酵素ラッカーゼの働 きで酸化重合する

ことによつて高分子化 して塗膜を形成する。その工程は加

熱が不要で室温でも進行する。しかも,通常の水性塗料は

湿度が高いと水の蒸発が遅 くなり乾燥硬化が遅 くなるが ,

漆の場合は湿度が高いほど乾燥711化が早 くなる。これは湿

度が高い方が酵素が働きやすいこととウルシオールの酸化

に必要な酸素が内部まで到達 しやすいためと考えられてい

る。このように漆の乾燥硬化工程に乾燥機や熱エネルギー

は不要であり,漆はエコロジカルな塗料だと言える。

漆が硬化して漆膜になると,独特の光沢を呈 し,優れた

耐久性を示す。図 4に ,漆膜の顕微鏡写真を示す。漆膜は

直径100nm程度の粒の集まりであることがわかる。その粒

の構造は図 5に示すように球状のウルシオール重合物をウ

ルシオール・ゴム質・含窒素物複合体の殻が包んだ構造を

してお り,酸化されやすいウルシオールを殻が包み込み
,

酸素から守っている。この粒の構造力ヽ 黍膜に耐久性をもた

らしていると考えられている 5)。

これまでは漆の良い点について述べてきたが,漆にはい

くつかの欠点がある。まず,一般に良く知られているよう

に漆には「かぶれ(接触性皮膚炎)」 をつ|き 起こす。かぶれの

程度には個人差があるが,完治するには2週間くらいかか

る。次に精製漆の原右|で ある生漆が高価であること。安価

な中国産でもloogチ ューブで2千円位, 日本産だとその 5

倍以上はする。漆は見かけ上は一日で硬化して膜になるが ,

完全に硬化するのには約 3ケ 月かかる。そのために漆器の

生産には長期間を要することになる。もう一つの欠点は
,

漆膜は紫外線に弱い。漆の主成分であるウルシオールは紫

外線で徐々に分解されてしまう。従来,漆器はもっぱら屋

内で使用されてきたのでさほど問題ではなかったが,今後

塗料として広 く活用して行 くには,漆膜の耐光性あるいは
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表 1 漆の種類

図 4 漆膜の微細構造 5)

図5 漆の粒構造模式図

耐候性の向上が不可欠である。

輪島市は能登半島の先端に位置する人口3万 4千人の小

さな市であるが,そ こで生産される輪島塗はその堅牢さと

芸術品とも言える優美さで全国的に有名である。実際,輪

島市は木製漆器産地としては全国一の生産額を誇っている。

輪島塗は室町時代に紀州 (現在の和歌山丼t)根来塗 りが伝わっ

たのが始まりという説があるが,ま だ議論のあるところで

口水分
ロウルシオール
国コム質
口含窒素物 特

イオ ンエ ツチ ング した黒 目

ウルシオール重合物ルシオール重合物ウルシオール重合物

設 :ウ ルシオー ル +ゴム質 +含 窒素物
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卜地 :切 り川夕り >刻 + >木 lし |「1め ―>木地磨き →布1/千 せ

・‖せ物削り ,惣身地|」 け ,総身磨き→ 辺地IJ

け >3“||り「ぎ > 1辺 地イJけ > li型地|りFぎ → ittl也

イJけ >1」也イリ「ぎ

あるJ遅 くとも1711L紀 には,輪島itti型 に産する漆,ア テや

ケヤキ,地の粉などの材11を り||い て,分業制による漆器生

産をおこなう1輸 島塗が誕生 していた.

]り[代の輪島塗は図 6の ような流れで製i童販売されている(,

本地だけでも,椀木地,指物木地,朴木地, ||||げ 物本地に

分かれ,その他に ド地,イリ「ぎ, ll塗 , ル1色 ,蒔絵,沈金に

分かれ,それらを漆を塗る塗師Liが製占11の デザ イン,プロ

デュース,統ll,販 売の役害|を 担っている ]

輪島塗の製造工程は 124も の:li程 からなると|「 われてい

るが,オ5椀 のりl造 :|:r:の 概要は図 7の とおりである

輪島塗の特徴は「地の粉J「 布着せJ「 il:絵 J「 沈金Jであ

る 「地の粉 |と いうのは,小峰山に芹する風化II:湖[■ 1黄

ll,を 蒸し焼きにして漆と混ぜて ド地に使|||す る.「 布着せJ

というのは,お椀の llぶ らなどの破111し やすい部分に寒冷

紗 .イく‖|,と いう布を貼り保F生 する作業である. iけ 絵Jは ,

漆器に絵111を 、11き , その Lに 金粉, 銀粉を,崎:き つける技,去

である .「沈金Jは ,漆 イ|の 人1白 iを 彫 り,彫ったところに金

,有 や全粉を夕llめ るJ支 法である 輪 ||↓ 塗の主な芽11占 には,お

椀,重箱,お肝,イリ占箱,お 名i,弁
'11箱

,箸 などがある.

この愉島塗をはじめとする漆器業界はバブルがはじけて

以来多数の|||1題 を抱えてお り,厳 しい状態が糸デしいている

景女t力 どヽくなると高級品である漆イ1製 品は敬i生 され,消費

は低j基 し,売 り llげ が落ち,△ んでいる.さ らに最初は安li

なフ
｀
ラスチ ンク芽じ丘代沼ミイ;, 16丘 では111可 りtの安1‖ な漆イ|

が人||[に ||I IIIる ようになり, ますます厳 しくなってきた
=

伝統に同|りtし すぎるところがあり,消費者ニーズヘの対応

のi星 れが |1立 っている また,漆器関連業者やll t人の高齢

化が進行し,後継者|||1題 を抱えている.追い|∫ ちをかける

ように,2007年 3り lに 能登半「 ,;l也 震が漆器業界にも多人な

被11千 を l」 えた 廃業する業者もあるようである

i′ミはイi,|1資 ,原 に依イ「 しない||∫ イli可 甫しなれた1勿 から1采 1反でき

る塗11で ある 石,||が 1.Jl勝 したり,右 li渇 した場合には,復

権する唱i代 が来るかもしれない 漆の用i金 拡大のためにL!
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図 7 お椀製造工程の概略

外で使用できるような而」候性向 Lの ll究 もり〔施されている.

溜ヾのわt菌 141を 利|||し た|llilも |′ti討 されている.こ れまで,■

べてきたように,先の見えない漆 溜ギ搭1限li菫 業界であるが,

比t気 もようやくやや好1転 しつつあり,|し の中の |'1然志向,

環境重イ,1の流れに乗って,エ コ塗十である漆のltさ が11∫ 認

i詰えされるよう願っている

引用文献

11 り業
'た

省月‐―
=、

′、―シ :hup:〃 、いヽ .ヽcnヽ
80,P lll`占 ‖1角 トリLイ )‖りIVO(1げ ,‖「||

夕‖1メ1111度 について

ユ|キ

`i,1岸

オ:省 たI経 ,,1岸 オ:ム リ:hllP//ヽ 、ヽヽ kヽゝ u、 hu n,ctま )P/｀ C｀ aku/kank)(プ

v()ch()uk()ku、 yo/、ank()u、 hi)()u/、そink()u、 hiぃ ()u2Pdl. は 」めまし「うVocll「

|IJ¬

'市

」へ l ilウ な‖(1

31 Ц‖
'「

嘉中 :ι げ)ヒ ノ、間のた千ヒt 3 H I`,H ぜ(lυぜ「:||‖ |て ムj2(X)6

1'HS K5り 5():lli製 i卜 1(,7('

5' 'IIJ「

'Ii i[: |●

、cO RcP(H1 33. 2  15-29 1 1tlt)11

61 11行 |ケ i4イ「商 |:業 協同刊イ):輪「)Ⅲ を′:′tた 1喘 ,「 ;げ )田 J 卜)(,81

71 11 tttiシ
'―

ス‖4く の1=lit i■ 2.r,,も げ)1喘 i「 )千: リフ ,1出‖|ズ

|ヒ

3空イリFぎ

5 1``ミ リ ,lt全 リイリ「き

げ ■611た り

1地石ナFぎ

>月 |ヽ|な り ,小中イリ「ぎ ,り (き L

塗師屋
製作デザイン、プロデュース、塗り、販売

図 6 輪島塗の製造販売の流れ




